
絆を深めた体育祭！
第３回を迎える体育祭が５月２１日（土）に行われました。６日（金）の結団式以降、前半

はずっと雨が続き、体育館も使えないことから応援やソーラン節の練習は準備が大変だったと

思います。そのような中でも３年生のリーダーを中心にしっかりと前を向き、タブレットを活

用して画像で動きを覚えたり、動きのチェックをしたりしながら取り組んでいました。２週間

という短期間でしたが、生徒たちは応援合戦や全校ソーラン節、そして装飾と、勝ち負けを越

えてどれも見ごたえのある完成度の高い演舞や作品を披露しました。閉会式後には、お互いの

健闘を称える「エール交換」が自主的に行われるなど、精一杯競い合った子供たちの心の成長

も感じられる体育祭となりました。この絆を今後の学校生活にも生かしてくれるものと期待を

しています。

また、これまで令和２年４月の開校以来、コロナ禍の影響で地域の皆様をお招きできずにお

りましたが、ご来賓の皆様に統合後の子供たちのようすを初めて見ていただくことが出来まし

た。わずか１時間と限られた時間でしたが、競技において「最後まで懸命にプレーする姿勢や

学年を越えて声援を送るようすに感動した」「意欲的に活動する子供たちの姿を見て安心した」

という感想を話してくださいました。

保護者の皆様には、観覧の人数や健康チェックシートの提出、駐車方法へのご理解とご協力

をいただき、ありがとうございました。加えてＰＴＡ役員の皆様には、受付等の業務に従事し

てくださり、心より感謝申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。

◆ ５／２１（土） 体育祭のようす

聖火点灯 赤組横断幕 白組横断幕

１年生学年種目 ２年生全員リレー ３年生学年種目

君津市立上総小櫃中学校だより 第 ５号 【学校教育目標】
「自主自立を目指し、

明日を創造する生徒の育成」

【めざす生徒像】
学ぶ意欲旺盛な生徒 〔学習力〕
わきまえた態度のとれる生徒〔態度力〕

令和４年 ５月２６日 心身ともに鍛えられた生徒〔体育力〕
文 責 平野 利之 地域の一員として認められる生徒〔共生力〕



赤組応援 白組応援

全校ソーラン節 色別選手リレー（アンカー） 表彰（競技の部）

□■ 筝の体験学習について
５月２５日（水）に３年Ａ組、２７日（金）に３年Ｂ組が総合学習の時間に筝の体験学習を行います。

君津市では平成２１年度から筝の体験学習を中心として、小・中学生に伝統音楽への興味関心を持たせ、

地域の伝統芸能や祭囃子を題材にした学習を継続してきました。しかし、この２年間はコロナウイルスの

影響で実施できず、小学校の時以来の体験となります。２５日に一足先に体験をしたＡ組の生徒は、記憶

をたどりながら筝の弦をつま弾いていましたが、最後には「さくらさくら」を演奏するまでになりました。

生徒を指導してくださった、三幣恵美子師範も驚く上達ぶりでした。２７日のＢ組の体験も楽しみです。

□■ 教育実習生の紹介

石井 湧也さん（亀山中学校出身） 担当教科；国語科 学級；１年Ｂ組

５月２４日（火）から６月１３日（月）まで教育実習生としてお世話に

なります。小・中学生時代は緑豊かな上総・小櫃地域でたくさんの人達に

見守られながら育ててもらいました。今度は、自分が生徒を見守り、成長

の手助けをして地域に恩返しができればと思っています。短い間ですが、

よろしくお願いします。

３週間の限られた期間ではありますが、学習指導のほか、部活動等にも参加しながら生徒と学校生活を

共にします。充実した実習となることを願うとともに、生徒にとっても地域の先輩から中学校生活や高校

選択等について参考となる話を伺う貴重な機会となることを期待しています。




